
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
コ
ラ
ム
】
時
折
雪
が
舞
う
日

も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
き
ま
す
。
２
月
は
日
数
が
少

な
く
過
ぎ
る
の
も
は
や
く
感
じ

ま
す
◆
2
月
が
28
日
し
か
な

い
の
も
、
閏
年
に
日
数
が
変
わ

る
の
も
古
代
ロ
ー
マ
暦
の
終
わ

り
が
2
月
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ロ
ー
マ
暦
は
３
月
で
始
ま
り
１０

個
の
月
し
か
な
く
冬
に
月
名
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は

ロ
ー
マ
帝
国
が
領
土
拡
張
の
戦

争
を
し
て
い
た
こ
と
に
関
係
が

あ
り
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
休

息
期
間
と
し
て
い
た
か
ら
で
暖

か
く
な
る
と
ま
た
遠
征
を
始
め

る
。
そ
れ
で
３
月
は
軍
神
マ
ル

ス
か
らM

a
rc

h

。
と
こ
ろ
が
冬

に
暦
が
な
い
と
３
月
の
始
ま
り

が

わ

か

ら

な

い

の

で
冬

に

J
a
n

u
a
ry

と F
e
b
ru

a
ry

の
月

を
決
め
ま
し
た
◆J

a
n

u
a
ry 

は
２
つ
の
顔
を
持
ち
、
始
ま
り

と
終
わ
り
の
神
で
あ
る
ヤ
ヌ
ス

神 F
e
b
ru

a
ry

は
清
め
の
儀
式

フ
ェ
ブ
ル
ア
が
由
来
。
物
事
に

は
意
味
や
理
由
が
あ
り
そ
の
意

味
や
理
由
を
調
べ
る
こ
と
は
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
上
野
） 

第７－２                  愛の家だより                    令和７年２月２０日 

 

知
的
障
害
者
総
合
福
祉
施
設 

愛
の
家 

発
行
責
任
者 

上
野 

隆
幸 

編
集
責
任
者 

森
口 
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愛
の
家
だ
よ
り 

令和７年 

２月号 

 

他

施

設

と

の

関

わ

り

を

大

切

に

！ 

 
 

 
 

 
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
報
告 

 

 

泉
南
支
援
学
校
に
て
、
作

品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

利
用
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ

ど
れ
も
大
変
力
作
で
、
色
と

り
ど
り
の
陶
芸
皿
や
、
額
縁

９ 

交
流
会
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
目
的
と
し
て
は
「
就

労
継
続
支
援
A
型
」
や
「
就
労

継
続
支
援
B
型
」
、
「
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
生
活
介

護
」
、
「
児
童
発
達
支
援
事
業

所
」
や
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
等
の
様
々
な
事
業
所
が

集
ま
り
、
種
別
の
垣
根
を
越
え

て
、
現
場
レ
ベ
ル
の
情
報
交

換
、
横
の
つ
な
が
り
の
形
成
、

事
例
検
討
や
困
り
ご
と
の
相
談

を
行
う
場
と
な
っ
て
お
り
、
２

か
月
に
１
度
阪
南
市
に
て
開
催

し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

議
題
は
座
長
が
中
心
と
な
り

参
加
者
皆
で
考
え
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
参
加
さ
れ
て
い
る

事
業
所
の
施
設
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
外
部
の
専
門

ｎ 

             

今
年
度
か
ら
『
阪
南
市
岬
町

支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
い

う
会
に
参
加
し
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

『
阪
南
市
岬
町
支
援
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
と
は
、
阪
南
市
役

所
の
方
や
岬
町
役
場
の
方
が
主

催
し
て
い
る
定
期
的
な
研
修
会

ｂ+
 

  

家
の
方
を
招
き
、
様
々
な
研
修

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

 

前
回
7
月
に
行
っ
た
際
は
、

①
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
長
期
目
標
と

短
期
目
標
の
立
て
方
に
つ
い

て
、
②
相
談
員
と
の
連
携
（
頻

度
）
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
を

目
指
し
た
支
援
や
で
き
る
作
業

を
増
や
す
等
、
様
々
な
目
標
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。 

相
談
員
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
あ
る
複
数
の
施
設
か
ら

「
愛
の
家
の
相
談
員
さ
ん
は
定

期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
施

設
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
頻
度

も
多
く
利
用
者
さ
ん
の
様
子
も

伝
え
や
す
い
で
す
。
」
と
の
嬉

し
い
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

他
施
設
と
の
関
わ
り
は
大
切

で
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
、

交
流
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

工
房
み
さ
き 

川
﨑 

由
佳
子 

お
手
製
の
布
製
品
等
々
も
あ
り

ま
し
た
。 

全
て
紹
介
で
き
な
い
の
は
残

念
で
す
が
、
ま
た
機
会
が
あ
れ

ば
他
の
作
品
も
紹
介
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
事
務
） 

 
 

 工 房 み さ き 利 用 者 会 議 よ り 

  

支

援

学

校

作

品

展

よ

り 

陶芸で作ったお皿、きれいに出来てますね！ 



 

お 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 知的障害者総合福祉施設 愛の家  大阪府泉南郡岬町淡輪 1600  電話：072-494-0123  ＦＡＸ：072-494-0102 

 

 

 

３月・４月の予定 

 

 

 

新型コロナウイルスとともにインフルエンザも流行する季節です。愛の家では帰宅制限はおこないません

が、帰宅中も手洗い、うがいなどの基本的な感染対策をお願いいたします。 

 

 

 

〈４月の予定〉 〈３月の予定〉 

３月 １１日（火）工房みさき保護者会 

３月 ２４日（月）保護者会役員会・サービス向上委員会 

３月 ２５日（火）工賃支払日 

３月 ２８日（金）帰宅日 

３月 ３０日（日）帰所日 

４月  ８日（火）工房みさき保護者会・保護者会総会 

４月 ２４日（木）工賃支払日 

４月 ２５日（金）帰宅日 

４月 ２７日（日）帰所日 

４月 ２８日（月）保護者会役員会・サービス向上委員会 

 

 

 

工房みさきにて日中活動支援を 

                  してくださった方 

 

ありがとうございました。 

 

 

 

本棟増築工事の基礎が見えてきました！ 

 

 
皆 さ ま の 成 長 を 願 っ て い ま す ！ 

今年も愛の家玄関

に皆さまの成長を願

ってひな人形をお飾

りいたしました。 

本棟増築並びに作業棟新築工事が始まり早１か月

増築部分の基礎ができてきました。丸で囲んだ部分

が増築部分になります。次月も進捗状況についてお

知らせいたします。 

 

 

  

２月にボランティアに来てくださった方 

 

  

 1 月 24 日（金）、職員全体

研修で泉南警察署の方をお迎え

し、防犯訓練を開催しました。 

 今回は警察署の剣道、柔道の

先生にも来ていただき、不審者

が来た時の対応もご教示いただ

きました。 

教わったことは忘れずに何事

も落ち着いて対応できるように

したいと思いました 

       事務 森口 威 

あわてず、落ち着いて、まずは１１０番を！ 

 

ここです！ 

有事に備えて、皆真剣に防犯訓練に取り組みました！ 


